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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 

教 育 実 践 場 面 にお い ては ，学 習 指導 要 領 の 改 訂に 伴 い ，「 言 語 活動 の 充実 」を 全 教科・領 域 等

で 重 点 的 に 展 開 す る こ と と な っ た 。 具 体 的 に は ， 国 語 科 の 時 間 に お け る 「 言 葉 を 通 し た 言 葉の

力 の 育 成 」 を 基 礎 に ， 他 教 科 ・ 領 域 等 に お い て 「 体 験 を 通 し た 言 葉 の 力 の 育 成 」 を 実 践 し てい

く こ と が 求 め られ て いる 。  

実 践 場 面 に お ける 言 語活 動 の 多 く は ，「話 す こと・聞 く こ と 」さ ら に は「 話 し 合 う こ と」を 軸

に 展 開 さ れ て いる 。しか し ，「 話 す こ と・聞くこ と 」の 能 力 に 関 わる研 究 ，中 で も 話 し 上手・聞

き 上 手 に 至 る 発達 的 変容 を 取 り 扱 っ た教 育 心理 学 的 研 究 は ，現 在 のと こ ろ 極 め て 少な い 。  

そ こ で ， 本 研 究 で は ， 都 内 公 立 小 学 校 に お け る ５ 年 生 の 教 室 を 対 象 に ， 国 語 科 に お け る 「 話

す こ と・聞 く こ と 」単元 ，な ら び に授 業 時 間外 の 生 活 場 面 にお け る児 童 の 様 子 を，６ 月 から 12

月 の 間 ， 調 査 ・ 観 察 の 対 象 と し た 。 具 体 的 に は ， 質 問 紙 調 査 ， 担 任 教 師 へ の イ ン タ ビ ュ ー （面

接 ），授 業 場 面 ，お よ び清 掃 場 面（ 授 業 外 の場面 ）の 観 察 ，授 業 直 後 の児 童 に 対 す る 授業 内 容に

つ い て の 再 生 課 題 ， 担 任 教 師 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク 等 を 実 施 し ， 量 的 ・ 質 的 手 法 の 両 側 面 か ら，

縦 断 的 ・ 多 角 的な 検 討を 行 っ た 。  

本 研 究 の 特 徴 は ，「 話 すこ と・聞 く こ と 」に関 わる 教 師 と 児 童 の目 標 観の 関 連 と 変 容，学 習 指

導 要 領 に 基 づ く内 容 の定 着 を ， 質 ・ 量の 両 側面 か ら 縦 断 的 に研 究 し， 話 し 上 手 ・ 聞き 上 手に 至

る 発 達 的 変 容 を明 ら かに す る 点 で あ る。  

本 研 究 の 目 的 は， １ つに ， 児 童 の 発 言・ 再 生の ス タ イ ル の 時期 的 な変 容 （ 目 的 １ ），２ つ に，

指 導・学 習 場 面 の 違いが 発 言・再 生 の ス タイル に 及 ぼ す 影 響（ 目的２ ），３ つ に ，教 師 の 指導 目

標 と 指 導 と の 関連 ， 及び 児 童 の 学 習 目標 と 学習 の 実 際 の 時 期的 な 変容 （ 目 的 ３ ） を， そ れぞ れ

明 ら か に す る こと で あっ た 。  

研 究 の 結 果 ， 目的 １ につ い て は ， 教 師が 聞 き上 手 と 捉 え る 児童 は 実態 に 即 し た 指 導を 受 けや

す い こ と が 示 唆さ れ ，児 童 が 話 し 上 手・ 聞 き上 手 に 至 る に は， 聞 く力 の 発 達 が 基 盤と な るこ と

が 推 察 さ れ た 。目 的 ２に つ い て は ， 話す 力 ・聞 く 力 の 発 達 は行 動 面に も 変 化 を も たら す こと が

示 唆 さ れ ， 話 すこ と ・聞 く こ と の 指 導で は 授業 時 間 で の 直 接的 な 言語 活 動 の 指 導 のみ な らず ，

授 業 時 間 外 の 行動 面 の指 導 も 併 せ て 行う 必 要性 が 示 さ れ た 。目 的 ３に つ い て は ， 児童 が 苦手 と

す る 能 力 は ， 教師 と 児童 の 目 標 の 共 有に よ って 指 導 ・ 学 習 の効 果 が得 ら れ や す く なる こ とが 示

唆 さ れ た 。  

以 上 の こ と か ら， 話 すこ と ・ 聞 く こ との 指 導に お い て は ， 特に 教 師が 聞 き 上 手 と 捉え る 児童

は 聞 く こ と の 能力 が 高ま り や す く ， 児童 が 話し 上 手 ・ 聞 き 上手 に 至る に は 聞 く 力 の発 達 が 基 盤

と な る こ と が 示唆 さ れ， 聞 く こ と の 指導 の 重要 性 が 明 ら か とな っ た。  

ま た ， 教 師 は 児童 の 苦手 と す る 能 力 に注 目 する 傾 向 が 強 い こと か ら， 指 導 ・ 評 価 の困 難 さが

指 摘 さ れ る 聞 くこ と の指 導 に お い て は， 研 究者 に よ る 教 師 への 調 査・ 観 察 結 果 の フィ ー ドバ ッ

ク の 実 施 方 法 を工 夫 ，改 善 す る こ と によ り ，指 導 の 効 果 が 得ら れ やす く な る 可 能 性を 指 摘し た

点 で ， 本 研 究 は教 育 的意 義 が あ る と 考え る 。  

 

 

 

 

 



研究成果発表方法  
梶 井 芳 明  2011 話 し上 手 ・ 聞 き 上 手に 至 る発 達 の 予 測 的 知見 （ ２）  

 ： 教 師 お よ び児 童 のス ピ ー チ に 対 する 評 定・ 評 価 結 果 の 内容 に 着目 し て  

日 本 教 科 教 育 学会 全 国大 会 論 文 集 , 208-209. 

梶 井 芳 明  投 稿中  話し 上 手 ・ 聞 き 上手 に 至る 児 童 の 発 達 過程 の 予測 的 知 見 （ ２ ）  

 ： 教 師 な ら びに 児 童の 評 定 ・ 評 価 結果 に 基づ く 数 量 的 ・ 質的 考 察  

阿 彦 翔 大 ・ 梶 井芳 明  2012 話 し 上 手 ・聞 き 上手 に 至 る 児 童 の発 達 過程 の 予 測 的 知 見（ ３ ）  

 ： 教 師 の 実 態把 握 が児 童 の 「 話 す こと ・ 聞く こ と 」 の 発 達に 及 ぼす 影 響  

 東 京 学 芸 大 学紀 要  総 合 教 育 科 学 系Ⅰ  第 63 集 , 145-157. 
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